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SQL Server の入れ替えについて(Windows 7 の場合) 

※複数台で使用されている時は、サーバーから作業を行います。 

 この時、サーバーは①～⑨を、それ以外のパソコンは②１～４と⑧だけ行ってください。 

 

①バックアップを行う 
 

１．ケアマネっ子を起動する 
 

 
 

 
 

 

 

６．「バックアップ処理を開始します。よろ 

  しいですか？」画面の「はい」をクリッ 

  クする 
 

 

７．「バックアップを完了しました」画面の 

  「OK」をクリックする 
 

８．ケアマネっ子を終了する 
 

 

②バージョンアップする 
 

１．バージョンアップ CDをパソコンにセ 

  ットして、CDの内容を表示する 
 

 
 

３．「ユーザーアカウント制御」画面が表示 

  される時は「許可」または「はい」を 

  クリックする 
 

 

 

５．画面が消えたら、インストール完了 
 

 

③.NET Framework 4.0 をインス 

 トールする 
 

１．「コンピュータ」を開いて、 

  「ローカルディスク(C:)」→ 

  「ケアマネっ子」→「SQL2012」→ 

  「dotNetFx40」→「1_dotNetFx40」 

  の順に開く 

５．「OK」をクリックする 

※ 空白の時は「参照」から設定する 

 

２．「UP936.EXE」を右クリックして、 

  「管理者として実行」をクリックする 

４．保存先を指定する 

３．「バックアップ」をクリックする 

２．「バックアップ」をクリックする 

４．「OK」をクリックする 
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３．「ユーザーアカウント制御」画面が表示 

  される時は「許可」または「はい」を 

  クリックする 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

８．「2_LanguagePack」を開く 
 

 
 

10．「ユーザーアカウント制御」画面が表示 

  される時は「許可」または「はい」を 

  クリックする 
 

 
 

※ 下のような画面が表示される時は、 

  「閉じる」をクリックして④に進む 

２．「dotNetFx40_Full_x86_x64.EXE」 

  を右クリックして、「管理者として実 

  行」をクリックする 

４．「同意する」にチェックする 

５．「インストール」をクリックする 

６．「完了」をクリックする 

７．クリックして１つ前の画面に戻る 

９．「dotNetFx40LP_Full_x86_x64. 

  EXE」を右クリックして、「管理者と 

  して実行」をクリックする 

11．「同意する」にチェックする 

12．「インストール」をクリックする 
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14．開いている画面をすべて閉じる 
 

 

④SQL Server を停止する 
 

 
 

 
 

４．「ユーザーアカウント制御」画面が表示 

  される時は「許可」または「はい」を 

  クリックする 
 

 

 
 

 

 

 

７．「SQL Server (KEAMANE8)」の状 

  態が「停止」になったら、「SQL Server  

  Configuration Manager」を閉じる 
 

 

⑤SQL Server をアンインストール

する 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

３．「プログラムのアンインストール」 

  をクリックする 

４．「Microsoft SQL Server 2005」 

  をクリックする 

１．スタートボタンをクリックする 

２．「コントロールパネル」を 

  クリックする 

５．「アンインストール」をクリックする 

２．「すべてのプログラム」 

  をクリックする 

１．スタートボタンをクリックする 

３．「Microsoft SQL Server  

  2005」→「構成ツール」 

  →「SQL Server 構成マ 

  ネージャ」をクリックする 

13．「完了」をクリックする 

６．「SQL Server(KEAMANE8)」 

  を右クリックして、「停止」を 

  クリックする 

５．「SQL Server 2005 の 

  サービス」をクリックする 
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９．「プログラムのアンインストールまたは 

  変更」画面に戻るまで待つ 
 

 
 

 
 

12．「Microsoft SQL Server Native  

  Client をアンインストールしますか」 

  画面の「はい」をクリックする 
 

13．「ユーザーアカウント制御」画面が表示 

  される時は「はい」をクリックする 

 

14．「プログラムのアンインストールまたは 

  変更」画面に戻ったら、画面を閉じる 
 

 

⑥データベース設定を開く 
 

 
 

 
 

 

⑦SQL Server をインストールする 
 

 
 

２．「ユーザーアカウント制御」画面が表示 

  される時は「はい」をクリックする 
 

３．「SQL Server 2012 セットアップ」 

  画面が消えるまで待つ 
 

 

６．「KEAMANE8:データベースエンジ 

  ン」にチェックする 

７．「次へ」をクリックする 

８．「完了」をクリックする 

10．「Microsoft SQL Server Native  

  Client」をクリックする 

11．「アンインストール」をクリックする 

１．「KEAMANE8 サーバのインストー 

  ル」をクリックする 

 

４．「DB のデタッチ」をクリックする 

１．スタートボタンをクリックする 

２．「すべてのプログラム」 

  をクリックする 

３．「ケアマネっ子 Ver8」→ 

  「データベース設定」を 

  クリックする 
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５．「データベースの切断を行います。」画 

  面の「OK」をクリックする 
 

６．「デタッチに成功しました。」画面の 

  「OK」をクリックする 
 

 
 

８．「データベースの接続を行います。」画 

  面の「OK」をクリックする 
 

９．「アタッチに成功しました。」画面の 

  「OK」をクリックする 
 

 
 

11．「～への接続に成功しました。」画面の 

  「OK」をクリックする 
 

12．「終了」をクリックする 
 

 

⑧ケアマネっ子の起動を確認する 
 

 

 
 

 

サーバーの場合のみ、次の設定が必要です。 

 

セキュリティソフトをインストールしてい

る場合は、そちらでも同様の設定が必要に

なります。 

 

 

 

 

⑨SQL Server を例外設定に追加す 

 る 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

７．「DB のアタッチ」をクリックする 

10．「接続テスト」をクリックする 

１．スタートボタンをクリックする 

２．「コントロールパネル」を 

  クリックする 

３．「システムとセキュリティ」を 

  クリックする 

４．「Windows ファイアウォールによる 

  プログラムの許可」をクリックする 

５．「設定の変更」をクリックする 

６．「別のプログラムの許可」を 

  クリックする 
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13．コントロールパネルを閉じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．「参照」をクリックする 
10．「sqlservr.exe」を 

  ダブルクリックする 

８．「コンピュータ」を 

  クリックする 
11．「追加」をクリックする 

12．「OK」をクリックする 

９．「ローカルディスク(C:)」→ 

  「Program Files」※→ 

  「Microsoft SQL Server」→ 

  「MSSQL11.KEAMANE8」→ 

  「MSSQL」→「Binn」の順に開く 

※ 64 ビットの時は 

  「Program Files (x86)」を開く 


